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　世界的な観光地・イタリアの
ヴェネチアは水没の危機に直面し
ている。観光名所として有名なサ
ンマルコ広場は今年も浸水被害が
頻繁に報告されている。ヴェネチ
アは複数の島で構成されているが、
本島の人口は約６万人、それに対
し観光客は年間４千万人を超え、
その観光収入額は約１兆２千億円
と言われ、イタリア全土を訪れる
観光客の約半数がヴェネチアを訪
れている。
　その本島が深刻な問題に直面し
ている。1966年ヴェネチアは史上
最悪の洪水（海抜194cm）に直面
し、ほぼ都市全体が水没。総合的
な解決をするために、イタリア政
府はアドリア海とヴェネチア・ラ
グーンを結ぶ３水路にフラップ
ゲート式可動堰を設置する「モー
ゼ計画」を立案し、特別法を制定。
総工費約３千億円で2003年に建設
を開始し、８年後（2011年）には
完成予定であったが、未だに完成
していない。最終的に総工費は約
２倍以上の約７千億円とも予想さ
れ、計画全体の完成は2021年末と
みられている。その間、2019年に
は再び高水位に直面し、有名なサ
ンマルコ広場が頻繁に水没してい
る。遅延しているモーゼ計画とそ
の背景について述べてみたい。

1．モーゼ計画とは

　イタリア政府が主導して立ち上
げたのがモーゼ計画である。本
来の意味は「電気機械式実験モ
ジュール」（Modulo Sperimentale 
Elettromeccanico）で頭文字をと
りMOSEと命名、また旧約聖書の
「海を割り海底に道を作り、対岸に
渡った預言者モーゼ」の名にちな
んでいる。計画目標は、①高潮に
よる浸水防止、②海岸の浸食問題
解決、③ラグーン内の水質汚染問
題の解消、である。

１）ヴェネチアの歴史
　ヴェネチアは、紀元６世紀にロー
マ帝国が衰退し、ゲルマン民族が
南下し、このゲルマン侵略を逃れ
るために住民が陸上から水上へ避

と森ができるとも評された都市造
りであった。
　その後、アドリア海の付け根と
いう地理的な優位により海洋国家
の地位を確立し、東地中海貿易で
発展、大航海時代の最盛期（14～
16世紀）は東洋と西洋を結ぶ重要
都市として栄えた。1866年にイタ
リア王国に編入、1987年観光都市
として世界文化遺産に登録され、
現在に至っている。
２）都市部浸水の要因
　季節と年代にもよるが、以下の
３項目による複合災害とも言われ
ている。
①大潮と気圧変化
　初冬の季節風、シロッコと呼ば
れアドリア海からヴェネチア・ラ
グーンに吹き寄せる風による大潮
（アクアアルタと呼ばれている）の
襲来。
②地球温暖化による海面上昇
　これは世界共通の状況であり、
年々激しさを増している。
③地下水くみ上げで地盤沈下
　古い地層には宙水（レンズ状の
地下水）が存在し、過剰汲み上げ
による地盤沈下をもたらしている。
1900年比で25cm沈下。
　頻発する浸水被害を防ぐために、
当然、岸壁や護岸、道路のかさ上
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水没都市ヴェネチアを救え、モーゼ計画

▲ヴェネチア・ラグーナと水路（出所：Googleマップ）

難し、ラグーン内の
島々に住んだことに
始まると言われてい
る。干潟は外敵から
身を守る最大の砦で
あった。湿地ラグー
ンに木杭を打ち込み、
その上に石を積み重
ね水上都市を作り上
げた。あまりに多く
の木杭を打ち込んだ
ために、仮にヴェネ
チアをひっくり返す
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げはもちろん、排水機能の強化（ポ
ンプ場、大口径排水管の設置）が
行われているが、世界遺産の景観
保護のためにかさ上げ高さは、ヴェ
ネチア地区では110cm以下、周辺
都市でも180cm以下と規制され高
い堤防は設置できない。その解決
策の決め手（景観性保護、海上交
通の確保、湾内水環境保全）とし
て採用されたのが海中設置型の可
動式フラップゲートであった。

2．�海中設置型の可動式フラッ
プゲート

　ヴェネチアには大洋・アドリア
海につながる水路が３つ（リド、
マラモッコ、キオッジャ）あり、
総延長は約1600mである。水路の
海底３ヵ所にケーソン（コンクリー
トまたは鋼製の箱型水中構造物）
を沈め、その中に可動式フラップ
ゲート（幅20m、長さ18.5～29m、
厚さ3.6～５m）を78基格納。沖
合の海面が上昇するとフラップ内
に空気が注入され、可動ゲートは
海面から最大３m浮上し、押し寄
せる海水を止める構造である。各
ゲートには２個のヒンジ（蝶番、
重さ各42t）が設置され、ヒンジ合
計は156個である。
　可動式ゲートの上昇に要する時

提計画であるが、地球温暖化の影
響により、近年高い潮位が続き３
mを超す高波が多く観測されてい
るが、原設計（２m対応）が変更
されていないために、このままで
は今後の高波に対応できないので
はないかと指摘されている。また
建設途中で汚職問題も発生し、ペ
ネト州知事やヴェネチア市長をは
じめ35人が逮捕される事件も起
き、さらに環境問題（ラグーンを
仕切るため排水が滞留し水質悪化）
も提起され、ゲート建設が遅れ、
完成は2021年末とされている。
　また工期が長期間（既に17年経
過）になったために、最初に沈下
させたケーソンのヒンジ部分がす
でに腐食され、作動が不安定とも
報告されている。原計画では５年
ごとに水中検査・補修し、15年ご
とに可動式ゲートを浮上移動させ,
造船所として使われていたアルセ
ナール地区で本格的な補修を行う
ことが決められていたが、当然実
施されていない。

さいごに

　わが国でも同じように高潮、津
波対策として海底設置型の可動式
ゲートが建設（岩手県大船渡湾な
ど）されているが、ヴェネチアの
ように世界遺産としての景観を守
りつつ運用方法や維持管理のノウ
ハウ・実績などに注目し、今後、
世界的な流れであるウォーターフ
ロント計画の先駆者として注目し
てみたい。

間は約30分、下降は約15分であ
る。水中構造物なので、海水位が
低い時はゲート上を船が行き来で
きる構造である。また、可動堰近
くの陸地に閘門を設け可動ゲート
が作動し海水路が閉鎖した場合で
も、大きな船が別ルートで往来で
きるスエズ運河と同じような構造
を取っている。プロジェクトの進
行状況は2019年11月時点で94％
となっている。

3．モーゼ計画……なにが問題か

　イタリアの港湾環境研究セン
ターの報告によると110cmを超す
高潮は1923～1932年の10年間に
は１回だけだったのに対し、1973
～1982年には37回、1993～2003
年では53回にも及んでおり、年々
増加する傾向にある。また高波に
よる浸食被害も大きく、土地面積
は1810年当時の３割しか残ってい
ない。このモーゼ計画は1966年の
潮位（194cm）を基準にした防波

▲基礎ハウジング（ケーソン）の進水 ▲浮上試験中のフラップ式ゲート

▲フラップ式ゲート（�出所：イタリア政府HP内 http://www.mosevenezia.eu/
multimedia/ 下の写真２点も）


